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1．はじめに 

 

 

平成１８年６月に成立した「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関

する法律」を契機に、総務省から地方公会計制度の指針が示され、「貸借対照表」、「行政コ

スト計算書」、「純資産変動計算書」、「資金収支計算書」の財務書類の作成が求められまし

た。 

この指針により「総務省方式改訂モデル」と「基準モデル」の２つの方式が示され、地

方公会計の整備（財務書類の整備）は、全国的にも進められていましたが、この２つの方

式以外にも「東京都方式」等、複数の会計基準があることにより、団体間を比較すること

が難しいなどの課題もあったことから平成２６年度に総務省から「統一的な基準」が示さ

れ、全ての地方公共団体は平成２９年度末までにこの基準に準拠した財務書類の作成が必

要となりました。 

そこで本市は、平成２８年度決算から統一的な基準に基づく財務書類を作成することと

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 



２．統一的な基準による地方公会計の策定意義 

 

 

本市を含む地方公共団体における予算・決算に係る会計制度（官庁会計）は、予算の適

正・確実な執行を図るという観点から、単式簿記による現金主義会計を採用しています。 

一方で、財政の透明性を高める観点から、単式簿記による現金主義会計では把握できな

い情報（ストック情報（資産・負債）や見えにくいコスト情報（減価償却費等））の必要性

が高まっており、その補完として複式簿記による発生主義会計の導入が重要となります。 

また、複式簿記による発生主義会計を導入することで、上記のとおりストック情報と現

金支出を伴わないコストも含めたフルコストでのフロー情報の把握が可能となるため、今

後、公共施設等のマネジメントへの活用につなげることも可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．公会計基準の比較 

 

 

従来の地方公会計制度の会計基準は「総務省方式改訂モデル」、「総務省方式基準モデル」

のほかに、「東京都方式」等があります。平成２９年度末までに全ての地方公共団体が統一

的な基準による財務書類の作成が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．統一的な基準と総務省方式改定モデルとの違い 

 

 

本市が従来作成していた総務省方式改訂モデルと統一的な基準を比較すると、大きく分

けて３点の変更点があります。 

①『発生主義・複式簿記の導入』 

総務省方式改訂モデルは決算データを活用して財務書類を作成していましたが、統一的

な基準では伝票単位で複式仕訳を実施し、発生主義会計を導入します。 

②『固定資産台帳の整備』 

総務省方式改訂モデルでは必ずしも固定資産台帳の導入が前提とされていませんでした

が、統一的な基準では固定資産台帳の整備が必須となり、公共施設等のマネジメントにも

活用可能となります。 

③『比較可能性の確保』 

地方公会計制度の会計基準は従来、様々な会計基準が存在していましたが、平成３０年

３月末までに全ての地方公共団体が統一的な基準による財務書類を整備するため、団体間

での比較可能性が確保されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5．統一的な基準による財務４表の概要 

 

 

（１）貸借対照表 

 会計年度末の地方公共団体の財政状態（資産保有状況と財源調達状況）を表す財務書類 

（２）行政コスト計算書 

 一会計期間内の、資産形成を伴わない行政サービスの提供に要した費用（純行政コスト）

を表す財務書類 

（３）純資産変動計算書 

 一会計期間内の、貸借対照表の純資産の部に計上されている各項目がどのように変動し

たかを表す財務書類 

（４）資金収支計算書 

 一会計期間の、地方公共団体の行政活動に伴う現金等の資金の流れを性質の異なる三つ

の活動に分けて表示した財務書類 

 

 

 

 



６．財務書類の対象会計範囲 

  

 

地方公共団体では、普通会計以外に水道事業、国民健康保険事業などの公営事業会計で

様々な事業を行っています。さらに、地方公共団体が直接行う事業とは別に、一部事務組

合や市が出資などを行っている外郭団体においても地方公共団体と連携協力して行政サー

ビスを実施しています。 

 こうしたことから、市全体の資産及び負債の状況等を総合的に把握するため、普通会計

分に加えて、これ以外の公営事業会計と一部事務組合、さらに地方公共団体と連携協力し

て行政サービスを実施している外郭団体までを含めた連結財務書類を作成します。 

 

（１）対象とする範囲 

①普通会計 

・一般会計のうちの錦海団地事業部分を除いた部分 

・住宅資金貸付事業特別会計 

・土地取得事業特別会計 

・市営墓地事業特別会計 

・駐車場事業特別会計のうちの駐輪場部分 

                         （一般会計等財務書類対象範囲） 

②公営企業法適用の企業会計 

・水道事業 

・工業用水道事業 

③公営企業法非適用の企業会計 

・下水道事業特別会計（※） 

・農業集落排水事業特別会計（※） 

・駐車場事業特別会計のうちの駐輪場部分を除いた部分 

・一般会計のうちの錦海団地事業部分 

・米子インター周辺工業用地整備事業特別会計 

・和田浜工業団地整備事業特別会計 

※地方公営企業法の財務規定適用に向けた移行作業を進めている下水道事業及び農業集

落排水事業については、移行完了まで統一的な基準による財務書類作成が猶予され、対

象外となります。 

④その他の特別会計 

・国民健康保険事業特別会計 

・介護保険事業特別会計 



・後期高齢者医療特別会計 

                             （全体財務書類対象範囲） 

⑤一部事務組合 

一部事務組合とは、地方公共団体の行う特定の事務事業を他の地方公共団体と共同し

て処理するために設立された特別地方公共団体です。本市が構成団体として加入してい

る団体を連結対象とし、本市の経費負担割合に応じて比例連結を行いました。 

◆本市が加入している一部事務組合 

・米子市日吉津村中学校組合 

・鳥取県西部広域行政管理組合 

・鳥取県後期高齢者医療広域連合 

⑥連結対象の外郭団体 

 地方公共団体と連携協力して行政サービスを実施している団体で、本市からの出資比

率50％以上の団体を連結対象としました。 

◆第三セクター等 

・（一財）米子市勤労者福祉サービスセンター 

・（一財）米子市生活環境公社 

・（一財）米子市文化財団 

・（一財）米子市開発公社 

・（福）米子福祉会 

                             （連結財務書類対象範囲） 

 

（２）留意事項 

 連結財務書類は、本市と連携協力して行政サービスを実施している関係団体を連結して、

ひとつの行政主体であるとみなして作成したものであり、関係団体の資産及び負債等は、

本市に帰属するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

一般会計等財務書類 



（単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 固定負債

有形固定資産 地方債
事業用資産 長期未払金

土地 退職手当引当金
立木竹 損失補償等引当金
建物 その他
建物減価償却累計額 流動負債
工作物 1年内償還予定地方債
工作物減価償却累計額 未払金
船舶 未払費用
船舶減価償却累計額 前受金
浮標等 前受収益
浮標等減価償却累計額 賞与等引当金
航空機 預り金
航空機減価償却累計額 その他
その他
その他減価償却累計額 【純資産の部】
建設仮勘定 固定資産等形成分

インフラ資産 余剰分（不足分）
土地
建物
建物減価償却累計額
工作物
工作物減価償却累計額
その他
その他減価償却累計額
建設仮勘定

物品
物品減価償却累計額

無形固定資産
ソフトウェア
その他

投資その他の資産
投資及び出資金

有価証券
出資金
その他

投資損失引当金
長期延滞債権
長期貸付金
基金

減債基金
その他

その他
徴収不能引当金

流動資産
現金預金
未収金
短期貸付金
基金

財政調整基金
減債基金

棚卸資産
その他

徴収不能引当金

177,468,521 65,043,873
170,086,169 58,590,484

【様式第１号】

一般会計等貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額

97,883,891 -
△ 57,012,166 6,360,142

3,662,164 5,246,003

93,816,284 -
49,546,710 6,445,524

664,612 7,865

- -
- 375,562
- 738,577

△ 2,737,862 -
- -
- -

1,808,935 180,300,224
75,298,884 △ 67,921,996
32,224,491

- -
9,370,900 負債合計 71,404,015

△ 9,370,900

△ 93,461,774
-
-

556,289
△ 372,940

136,352,818

3,188
3,188

0

-
2,085,423

△ 1,114,422

-

831,117
3,655,260

7,379,164
2,436,515

150,420
2,286,095

-

611,279

2,771,614
157,815

3,442,982

3,655,260
-

6,313,722
△ 155,007

-

純資産合計 112,378,228

資産合計 負債及び純資産合計 183,782,243

1,956,697
1,486,285

-

△ 58,689

183,782,243



（単位：千円）

経常費用

業務費用

人件費

職員給与費

賞与等引当金繰入額

退職手当引当金繰入額

その他

物件費等

物件費

維持補修費

減価償却費

その他

その他の業務費用

支払利息

徴収不能引当金繰入額

その他

移転費用

補助金等

社会保障給付

他会計への繰出金

その他

経常収益

使用料及び手数料

その他

純経常行政コスト

臨時損失

災害復旧事業費

資産除売却損

投資損失引当金繰入額

損失補償等引当金繰入額

その他

臨時利益

資産売却益

その他

純行政コスト

48,395,890

【様式第２号】

一般会計等行政コスト計算書
自　平成２９年４月　１日

至　平成３０年３月３１日

科目 金額

1,622

51,136,026

24,185,079

7,349,385

5,610,900

375,562

522,948

839,975

15,794,106

10,164,755

709,847

4,917,882

1,293,356

1,041,588

486,492

23,006

532,090

26,950,947

7,835,393

12,566,977

6,473,474

75,103

2,740,136

1,446,780

38,912

38,912

48,357,302

324

324

-

-

-

-

-



(単位：千円）

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

前年度末純資産残高 181,547,862 △ 69,627,340

純行政コスト（△） △ 48,357,302

財源 48,536,156

税収等 32,966,526

国県等補助金 15,569,630

本年度差額 178,854

固定資産等の変動（内部変動） △ 1,526,490 1,526,490

有形固定資産等の増加 3,242,023 △ 3,242,023

有形固定資産等の減少 △ 5,133,986 5,133,986

貸付金・基金等の増加 1,019,441 △ 1,019,441

貸付金・基金等の減少 △ 653,968 653,968

資産評価差額 -                 

無償所管換等 503,403

その他 △ 224,551 -

本年度純資産変動額 △ 1,247,638 1,705,344

本年度末純資産残高 180,300,224 △ 67,921,996

178,854

【様式第３号】

一般会計等純資産変動計算書
自　　平成２９年４月　１日

至　　平成３０年３月３１日

科目 合計

111,920,522

△ 48,357,302

48,536,156

32,966,526

15,569,630

503,403

△ 224,551

457,706

112,378,228



（単位：千円）

【業務活動収支】

業務支出
業務費用支出

人件費支出
物件費等支出
支払利息支出
その他の支出

移転費用支出
補助金等支出
社会保障給付支出
他会計への繰出支出
その他の支出

業務収入
税収等収入
国県等補助金収入
使用料及び手数料収入
その他の収入

臨時支出
災害復旧事業費支出
その他の支出

臨時収入
業務活動収支
【投資活動収支】

投資活動支出
公共施設等整備費支出
基金積立金支出
投資及び出資金支出
貸付金支出
その他の支出

投資活動収入
国県等補助金収入
基金取崩収入
貸付金元金回収収入
資産売却収入
その他の収入

投資活動収支
【財務活動収支】

財務活動支出
地方債償還支出
その他の支出

財務活動収入
地方債発行収入
その他の収入

財務活動収支

前年度末歳計外現金残高
本年度歳計外現金増減額
本年度末歳計外現金残高
本年度末現金預金残高

795,157
738,577

1,533,734
2,771,614

【様式第４号】

一般会計等資金収支計算書
自　　平成２９年４月　１日

至　　平成３０年３月３１日

科目 金額

                75,103

          46,330,545
          19,379,598
            7,455,632
          10,934,288
              486,492
              503,186
          26,950,947
            7,835,393
          12,566,977
            6,473,474

            3,798,334

          49,844,592
          33,028,682
          14,103,839
            1,450,031
            1,262,040
                       -

 -
 -

                       -

          11,679,990

3,514,047

            5,829,716

              994,230
                25,211
            6,862,215
                       -
            9,042,503
            1,465,791
              503,716
            7,015,061
                57,935
                       -

△ 2,637,487

前年度末資金残高 1,380,831
本年度末資金残高 1,237,880

            5,829,716
                       -
            4,810,205
            4,810,205
                       -

本年度資金収支額 △ 142,951
△ 1,019,511



財務書類を活用した財務分析（一般会計等）

１．資産形成度　～将来世代に残る負担はどれくらいあるのか～

1,242 千円

H28 1,243千円
H27 1,299千円

説明

計算式
平均的な値 100～300万円（※1）

2.94

H28 2.94
H27 2.96

説明

計算式
平均的な値 3.0～7.0（※2）

65.48%

H28 63.64%
H27 50.22%

説明

計算式
平均的な値 35～50％（※2）

２．世代間公平性　～将来世代と現世代との負担の分担は適切か～

61.15%

H28 60.66%
H27 62.17%

説明

計算式
平均的な値

34.45%

H28 34.66%
H27 33.16%

説明

計算式
平均的な値 10～40％（※2）

３．持続可能性（健全性）

482 千円

H28 489千円
H27 491千円

説明

計算式
平均的な値 30～100万円（※1）

負債合計÷人口（平成３０年3月31日時点　148,005人）　

貸借対照表の資産額を住民一人当たりに置き換えるといくらになるのかを表します。

資産合計÷人口（平成３０年3月31日時点　148,005人）

歳入総額に対する資産の比率を算出することにより、これまでに形成されたストックとしての
資産が、歳入の何年分に相当するかを表します。

資産合計÷歳入総額

有形固定資産のうち、償却資産の取得価額に対する減価償却累計額の割合を算出することによ
り、耐用年数に対して資産の取得からどの程度経過しているのかを把握することができます。

減価償却累計額÷（有形固定資産合計－建設仮勘定－土地＋減価償却累計額）

貸借対照表のうち、負債の多くを占める地方債は、将来負担しなければならない借金の残高を
表し、「将来の負担」となります。一方、純資産は、過去から現在までの毎年の収支差額の累
計額（＝余剰金）、すなわち、「過去から現在までの世代が負担してきたもの」と見ることが
できます。
そのため、純資産比率は、世代間の公平性を図る指標の１つとなります。一般的に、この比率
が高いほど財政状況が健全であると言えます。
純資産÷資産

有形固定資産及び無形固定資産のうち、将来返済しなければならない地方債による形成割合を
算出することにより、将来世代の負担の割合を見ることができます。一般的に、この数値が高
いほど、事業用資産やインフラ資産などの社会資本に対する将来世代の負担が大きいことを表
します。

地方債÷（有形固定資産合計＋無形固定資産合計）

貸借対照表の負債額を住民一人当たりに置き換えるといくらになるのかを表します。

50～90％（※2）

住民一人当たり資産額　

歳入額対資産比率

有形固定資産減価償却率

純資産比率　

将来世代負担比率

住民一人当たり負債額



390,068 千円

H28 1,381,350千円
H27 1,297,939千円

説明

計算式
平均的な値

16.87 年

H28 14.93年
H27 12.67年

説明

計算式

平均的な値

４．効率性　～行政サービスは効率的に提供されているか～

327 千円

H28 317千円
H27 305千円

説明

計算式
平均的な値

５．弾力性　～資産形成を行う余裕はどのくらいあるか～

99.63%

H28 98.06%
H27 95.98%

説明

計算式
平均的な値

６．自律性　～歳入はどれくらい税金等でまかなわれているか～

2.99%

H28 3.08%
H27 3.23%

説明

計算式
平均的な値

◆平成27年度の数値は、総務省方式改定モデルにより試算したものです。

（※1）「新地方公会計制度の徹底解説」（株式会社ぎょうせい）による
（※2）「100問100答　新地方公会計統一基準」（株式会社ぎょうせい）による

3～8％（※2）

税収等の一般財源等に対する行政コストの比率を算出することによって、当該年度の税収等の
うち、どれだけが資産形成を伴わない行政コストに費消されたのかを把握することができま
す。この比率が 100％に近づくほど資産形成の余裕度が低いと言え、さらに100％を上回る
と、過去から蓄積した資産が取り崩されたことを表します。

行政コスト計算書における経常収益は、いわゆる使用料や手数料といった受益者の負担金額で
あるため、経常収益の行政コストに対する割合を算出することにより、行政サービスを利用す
る人が負担している割合がわかります。

使用料及び手数料÷純経常行政コスト

地方債等の元利償還額を除いた歳出と、地方債等発行収入を除いた歳入の収支を示すもので、
当該収支が均衡している場合には、持続可能な財政運営であるといえます。

業務活動収支＋投資活動収支－支払利息支出　

自治体の抱えている債務の償還能力を示す指標で、償還財源の上限額を全て債務償還に充当す
る場合に、何年で現在の債務を償還できるかを表します。この指標が低いほど、償還能力が高
いことを表します。

（将来負担額－充当可能基金残高）÷（業務収入等－業務支出）
・分子は、ともに健全化法総括表④将来負担比率の状況による。
・分母の「業務収入等」は、業務収入＋減収補填債特例分発行額＋臨時財政対策債発行可能額

行政コスト計算書で算出される経常費用（行政コスト）を住民一人当たりに置き換えるといく
らになるのかを表します。

純行政コスト÷人口（平成３０年3月31日時点　148,005人）　

－

3～8年（※2）

－

90～110％（※1）

債務償還可能年数

基礎的財政収支

住民一人当たり行政コスト

行政コスト対税収等比率

受益者負担比率

純行政コスト÷財源



 

 

 

全体財務書類 



（単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 固定負債

有形固定資産 地方債
事業用資産 長期未払金

土地 退職手当引当金
立木竹 損失補償等引当金
建物 その他
建物減価償却累計額 流動負債
工作物 1年内償還予定地方債
工作物減価償却累計額 未払金
船舶 未払費用
船舶減価償却累計額 前受金
浮標等 前受収益
浮標等減価償却累計額 賞与等引当金
航空機 預り金
航空機減価償却累計額 その他
その他
その他減価償却累計額 【純資産の部】
建設仮勘定 固定資産等形成分

インフラ資産 余剰分（不足分）
土地
建物
建物減価償却累計額
工作物
工作物減価償却累計額
その他
その他減価償却累計額
建設仮勘定

物品
物品減価償却累計額

無形固定資産
ソフトウェア
その他

投資その他の資産
投資及び出資金

有価証券
出資金
その他

投資損失引当金
長期延滞債権
長期貸付金
基金

減債基金
その他

その他
徴収不能引当金

流動資産
現金預金
未収金
短期貸付金
基金

財政調整基金
減債基金

棚卸資産
その他

徴収不能引当金

0

純資産合計 128,826,772

資産合計 負債及び純資産合計 225,925,147

1,958,639
1,486,285

6,009

△ 109,055

225,925,147

7,691,542
896,455

-
3,444,924

3,655,260
-

11,929,875
△ 203,921

-

831,117
3,655,260

-

6,026,557
768,583
150,420
618,163

-

975,518

3,336
3,188

148

58,432
2,384,504

△ 1,343,739

△ 117,339,653
-
-

3,668,672
△ 1,360,602
190,701,823

1,823,515 216,464,678
109,857,216 △ 87,637,906
34,128,544

- 611,795
9,370,900 負債合計 97,098,375

△ 9,370,900

- -
- 457,444
- 759,499

△ 2,738,618 434,339
- 45,888
- -

101,049,821 9,298,969
△ 58,892,617 8,140,780

3,665,944 5,831,815

97,067,398 -
51,494,741 8,051,985

664,612 7,865

213,995,272 88,957,595
207,965,379 71,598,776

【様式第１号】

市全体貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額



（単位：千円）

経常費用

業務費用

人件費

職員給与費

賞与等引当金繰入額

退職手当引当金繰入額

その他

物件費等

物件費

維持補修費

減価償却費

その他

その他の業務費用

支払利息

徴収不能引当金繰入額

その他

移転費用

補助金等

社会保障給付

他会計への繰出金

その他

経常収益

使用料及び手数料

その他

純経常行政コスト

臨時損失

災害復旧事業費

資産除売却損

投資損失引当金繰入額

損失補償等引当金繰入額

その他

臨時利益

資産売却益

その他

純行政コスト

38,912

38,912

57,486,126

537

324

-

-

-

213

-

11,792,146

845,069

6,110,565

20,289,509

1,772,443

672,681

64,094

1,035,668

53,261,757

15,281,713

35,560,791

2,344,150

75,103

24,707,972

4,418,463

57,524,501

【様式第２号】

市全体行政コスト計算書
自　平成２９年４月　１日

至　平成３０年３月３１日

科目 金額

1,622

82,232,473

28,970,716

8,448,871

6,573,816

447,024

577,548

850,483

18,749,402



(単位：千円）

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

前年度末純資産残高 215,642,270 △ 89,689,256

純行政コスト（△） △ 57,486,126

財源 60,081,032

税収等 34,905,823

国県等補助金 25,175,209

本年度差額 2,594,906

固定資産等の変動（内部変動） 543,556 △ 543,556

有形固定資産等の増加 6,212,049 △ 6,212,049

有形固定資産等の減少 △ 6,015,431 6,015,431

貸付金・基金等の増加 994,230 △ 994,230

貸付金・基金等の減少 △ 647,292 647,292

資産評価差額 -                 

無償所管換等 503,403

その他 △ 224,551 -

本年度純資産変動額 822,408 2,051,350

本年度末純資産残高 216,464,678 △ 87,637,906

503,403

△ 224,551

2,873,758

128,826,772

-                   

2,594,906

【様式第３号】

市全体純資産変動計算書
自　　平成２９年４月　１日

至　　平成３０年３月３１日

科目 合計

125,953,014

△ 57,486,126

60,081,032

34,905,823

25,175,209



（単位：千円）

【業務活動収支】

業務支出
業務費用支出

人件費支出
物件費等支出
支払利息支出
その他の支出

移転費用支出
補助金等支出
社会保障給付支出
他会計への繰出支出
その他の支出

業務収入
税収等収入
国県等補助金収入
使用料及び手数料収入
その他の収入

臨時支出
災害復旧事業費支出
その他の支出

臨時収入
業務活動収支
【投資活動収支】

投資活動支出
公共施設等整備費支出
基金積立金支出
投資及び出資金支出
貸付金支出
その他の支出

投資活動収入
国県等補助金収入
基金取崩収入
貸付金元金回収収入
資産売却収入
その他の収入

投資活動収支
【財務活動収支】

財務活動支出
地方債償還支出
その他の支出

財務活動収入
地方債発行収入
その他の収入

財務活動収支

前年度末歳計外現金残高
本年度歳計外現金増減額
本年度末歳計外現金残高
本年度末現金預金残高

前年度末資金残高 6,199,601
本年度末資金残高 6,741,304

            6,444,600
                       -
            5,568,705
            5,568,705
                       -

本年度資金収支額 541,703
△ 875,895

            6,444,600

              994,230
                       -
            6,862,215
                       -
            9,243,449
            1,481,170
              503,716
            7,015,061
                57,935
              185,567

△ 4,084,174

            5,471,178

          81,851,905
          33,028,682
          23,663,820
            4,430,914
          20,728,489
                       -
                       -

 -
                       -

          13,327,623

5,501,772

                75,103

          76,350,133
          23,075,629
            8,589,729
          12,696,892
              672,681
            1,116,327
          53,274,504
          15,294,460
          35,560,791
            2,344,150

【様式第４号】

市全体資金収支計算書
自　　平成２９年４月　１日

至　　平成３０年３月３１日

科目 金額

499,454
450,784
950,238

7,691,542



 

 

 

連結財務書類 



（単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 固定負債

有形固定資産 地方債等
事業用資産 長期未払金

土地 退職手当引当金
立木竹 損失補償等引当金
建物 その他
建物減価償却累計額 流動負債
工作物 1年内償還予定地方債等
工作物減価償却累計額 未払金
船舶 未払費用
船舶減価償却累計額 前受金
浮標等 前受収益
浮標等減価償却累計額 賞与等引当金
航空機 預り金
航空機減価償却累計額 その他
その他
その他減価償却累計額 【純資産の部】
建設仮勘定 固定資産等形成分

インフラ資産 余剰分（不足分）
土地 他団体出資等分
建物
建物減価償却累計額
工作物
工作物減価償却累計額
その他
その他減価償却累計額
建設仮勘定

物品
物品減価償却累計額

無形固定資産
ソフトウェア
その他

投資その他の資産
投資及び出資金

有価証券
出資金
その他

長期延滞債権
長期貸付金
基金

減債基金
その他

その他
徴収不能引当金

流動資産
現金預金
未収金
短期貸付金
基金

財政調整基金
減債基金

棚卸資産
その他
徴収不能引当金

繰延資産 0

221,311,178 92,055,633
213,804,788 73,499,186

【様式第１号】

連結貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額

108,194,127 9,315,920
△ 62,222,846 8,821,812

7,823,843 6,199,665

102,411,617 3,287
52,478,851 9,229,375

664,612 7,865

- -
- 607,714
- 789,188

△ 6,350,554 550,344
- 60,928
- 314

1,823,575 223,789,801
109,857,216 △ 90,025,646
34,128,544 0

- 613,659
9,370,909 負債合計 100,877,445

△ 9,370,900

△ 117,339,653
-
-

3,668,672
△ 1,360,602
190,701,823

6,453
6,247

206

58,432
4,117,551

△ 2,581,596

831,117
5,144,629

-

7,499,937
752,094
150,420
601,674

-
976,018

8,928,051
978,219

-
3,454,641

5,144,629
-

13,330,422
△ 203,921

△ 109,055

純資産合計 133,764,155

資産合計 負債及び純資産合計 234,641,600

1,968,356
1,486,285

902
77,664

234,641,600



（単位：千円）

経常費用

業務費用

人件費

職員給与費

賞与等引当金繰入額

退職手当引当金繰入額

その他

物件費等

物件費

維持補修費

減価償却費

その他

その他の業務費用

支払利息

徴収不能引当金繰入額

その他

移転費用

補助金等

社会保障給付

他会計への繰出金

その他

経常収益

使用料及び手数料

その他

純経常行政コスト

臨時損失

災害復旧事業費

資産除売却損

損失補償等引当金繰入額

その他

臨時利益

資産売却益

その他

純行政コスト

【様式第２号】

連結行政コスト計算書
自　平成２９年４月　１日
至　平成３０年３月３１日

科目 金額

10,063

101,786,094

34,029,297

11,305,852

9,258,042

549,677

607,439

890,694

20,418,302

12,880,399

1,012,109

6,515,731

21,071

2,305,143

687,292

64,094

1,553,757

67,756,797

29,721,421

35,566,507

124,719

26,722,053

4,566,522

22,155,531

75,064,041

2,344,150

75,045,734

324

20,534

0

213

39,378

39,378

0



(単位：千円）

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分

前年度末純資産残高 222,787,355 △ 92,131,544 0

純行政コスト（△） △ 75,045,734 0

財源 77,875,226 0

税収等 44,837,125 0

国県等補助金 33,038,101 0

本年度差額 2,829,492 0

固定資産等の変動（内部変動）

有形固定資産等の増加

有形固定資産等の減少

貸付金・基金等の増加

貸付金・基金等の減少

資産評価差額

無償所管換等

他団体出資等分の増加 0

他団体出資等分の減少 0

その他

本年度純資産変動額 1,002,446 2,105,898 0

本年度末純資産残高 223,789,801 △ 90,025,646 0

503,403

△ 224,551

3,108,344

133,764,155

0

0

0

130,655,811

△ 75,045,734

77,875,226

44,837,125

33,038,101

2,829,492

【様式第３号】

連結純資産変動計算書
自　　平成２８年４月　１日

至　　平成２９年３月３１日

科目 合計



（単位：千円）

【業務活動収支】

業務支出
業務費用支出

人件費支出
物件費等支出
支払利息支出
その他の支出

移転費用支出
補助金等支出
社会保障給付支出
他会計への繰出支出
その他の支出

業務収入
税収等収入
国県等補助金収入
使用料及び手数料収入
その他の収入

臨時支出
災害復旧事業費支出
その他の支出

臨時収入
業務活動収支
【投資活動収支】

投資活動支出
公共施設等整備費支出
基金積立金支出
投資及び出資金支出
貸付金支出
その他の支出

投資活動収入
国県等補助金収入
基金取崩収入
貸付金元金回収収入
資産売却収入
その他の収入

投資活動収支
【財務活動収支】

財務活動支出
地方債等償還支出
その他の支出

財務活動収入
地方債等発行収入
その他の収入

財務活動収支

前年度末歳計外現金残高
本年度歳計外現金増減額
本年度末歳計外現金残高
本年度末現金預金残高

505,943
441,771
947,714

8,928,051

【様式第４号】

連結資金収支計算書
自　　平成２９年４月　１日

至　　平成３０年３月３１日

科目 金額

前年度末資金残高 7,446,118
本年度末資金残高 7,980,337

本年度資金収支額 534,219


